
⑧

校
友
会
文
学
部
再
興

明
治
四
十
年
三
月
、
校
友
会
文
学
部
が
再
興
さ
れ
、
大
村
西
崖
が
部
長
と
な

っ
た
。
文
学
部
が
新
設
さ
れ
た
と
報
じ
て
い
る
新
聞
も
あ
る
が
、
新
設
さ
れ
た

の
は
明
治
三
十
五
年
六
月
、
新
校
長
正
木
直
彦
を
会
長
に
迎
え
て
校
友
会
が
体

制
を
改
め
た
と
き
で
、
こ
の
と
き

本
部
ハ
文
學
美
術
二
閥
ス
ル
識
見
ヲ
高
尚
ニ
ス
ル
ヲ
目
的
ト
シ
詩
歌
文
章
等

ヲ
硝
究
シ
又
ハ
朝
野
ノ
名
士
ヲ
延
キ
テ
諸
般
ノ
講
話
ヲ
請
フ
モ
ノ
ト
ス

と
い
う
規
則
の
制
定
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
概
し
て
活
動
が
不
活
発
で
あ
っ
た

の
で
、
有
志
が
こ
れ
を
再
輿
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
学
部
の
活
動
は
明
治
末

m

□
 

moo 
外
套

（「
畔
明
治
四
十
四
竺
一
肛
教
務
内
規
、
諸
規
定
書
類
教
務
掛
」
）

面背 面 ．．
 宦

の
美
術
界
、
文
学
界
の
情
況
と
の
対
応
に
お
い
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
の

で
、
こ
こ
に
概
況
を
記
す
が
、
そ
の
前
に
ま
ず
文
学
部
再
興
以
前
に
お
け
る
生

徒
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

校
友
会
は
本
校
生
徒
、
教
員
、
卒
業
生
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
明

治
三
十
五
年
六
月
の
改
革
以
前
に
お
い
て
は
そ
の
活
動
に
展
覧
会
（
会
員
の
新
作

展）
、
講
話
会
（
名
士
の
講
演
）
、
運
動
会
（
遠
足
）
が
あ
っ
た
。
会
員
の
中
に
は
少

な
か
ら
ず
文
学
趣
味
を
有
す
る
者
が
あ
り
、
例
え
ば
屋
代
鉄
三
（
晃
江
）
、
水
谷

鉄
也
（
佳
園
）
、
白
井
保
次
郎
（
雨
山
）
そ
の
他
は
短
歌
の
会
を
作
り
、
小
杉
檻
邸

に
長
け
た
会
員
も
い
た
。
秀
真
、
安
民
、
鐸
嶺
の
三
人
は
正
岡
子
規
門
下
、
根

岸
短
歌
会
（
明
治
三
十
年
結
成
）
の
会
員
で
、
同
会
の
機
関
誌
『
馬
酔
木
』
発
行

（
同
一
＿
一
十
六
年
）
の
際
に
秀
真
と
鐸
嶺
は
編
集
員
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
秀

真
は
短
歌
に
造
詣
が
深
く
、
本
校
在
学
中
か
ら
研
究
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
『
闘

（
同
二
十
九
年
）
な
ど
を
発
行
す
る
一
方
、

内
の
花
月
会
（
黒
川
真
頼
を
選
者
と
し
て
同
二
十
六
年
結
成
）
に
も
加
わ
り
、
卒
業

（同
三
十
二
年
発
刊
）
に
寄

稿
し
て
い
る
。
安
民
も
晩
年
に
大
磯
鴫
立
庵
主
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る

と
お
り
の
歌
よ
み
で
あ
っ
た
。
鐸
嶺
は
『
校
友
会
雑
誌
』
の
編
集
を
一
手
に
引

き
受
け
、
自
ら
も
こ
れ
に
研
究
論
文
を
発
表
し
て
い
る
が
、
筆
名
で
短
歌
も
載

せ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
高
村
光
太
郎
は
彼
ら
よ
り
や
や
後
輩
で
、
在

学
中
の
明
治
三
十
三
年
に
与
謝
野
鉄
幹
の
新
詩
社
に
入
り
、
箆
砕
雨
の
筆
名
で

稿
す
る
と
と
も
に
根
岸
短
歌
会
に
加
わ
っ
た
。

『
校
友
会
雑
誌
』
に
も
よ
く
寄

後
は
佐
々
木
信
綱
編
『
や
ま
と
錦
』
や
『
心
の
花
』

芳
』
（
同
二
十
六
年
）
、
『
う
た
』

校

た
。
当
時
は
香
取
秀
真
、
原
安
民
、
平
子
鐸
嶺
、
高
村
光
太
郎
の
よ
う
な
詩
歌

を
選
者
に
仰
い
で
毎
月
歌
会
を
開
き
、
佳
作
を
『
校
友
会
雑
誌
』

に
寄
稿
し
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こ
の
よ
う
に
文
学
愛
好
家
た
ち
に
よ
る
月
報
へ
の
盛
ん
な
寄
稿
が
続
け
ら
れ

、。し な
っ
て
い
る
の
で
、

『
校
友
会
雑
誌
』
に
も
或
い
は
寄
稿
し
た
か
も
知
れ
な

『
明
星
』
に
短
歌
を
寄
稿
し
始
め
た
。
彼
は
そ
の
前
の
年
か
ら
校
友
会
委
員
に

校
友
会
が
改
革
さ
れ
、
そ
の
新
し
い
機
関
誌
と
し
て
登
場
し
た
の
が

『
東
京

美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
で
あ
る
。
明
治
三
十
五
年
の
創
刊
よ
り
同
三
十
九
年

ま
で
の
同
誌
の
文
芸
欄
を
通
観
す
る
と

、

漠
詩
や
漢
文
（
屋
代
屍
江

•

平
子
鐸

嶺

・
風
来
山
人

・
水
谷
皆
松
な
ど
）
、
短
歌
（
屋
代
晟
江
、
水
谷
佳
園
、
辻
村
松
華
、
石

島
文
太
郎
《
古
城
》
、
水
島
爾
保
布
、
坪
田
虎
太
郎
《
算
堂
》、
中
溝
四
郎
《
柴
彦
》、
俊
海

禅
師
、
増
井
静
可
《
志
津
可
》
、
碧
龍
、
鈴
木
雪
哉
、
竹
廼
舎
、
大
谷
浩
《
碧
雲
居
》
そ
の

他）
、
俳
句
（
川
端
玉
章
）
お
よ
び
散
文
が
盛
ん
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
月
報
編
集

主
任
の
屋
代
晃
江
が
率
先
し
て
寄
稿
し
て
い
る
こ
と
や
、
当
時
『
新
文
芸
』
で

活
躍
中
の
水
島
爾
保
布
な
ど
が
よ
く
寄
稿
し
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
香

取
秀
真
も
『
校
友
会
雑
誌
』
時
代
か
ら
引
き
続
き
寄
稲
し
て
い
る
が
、
特
に
彼

（
け
い
こ
11
ひ
ぐ
ら
し
ぜ
み
）

が
蝿
姑
山
人
の
筆
名
で
た
び
た
び
寄
稿
し
た
評
論
に
対
し
て
海
士
（
大
村
西
崖
）

そ
の
他
の
反
論
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
し
た
た
め
、
月
報
第
一
巻
（
三
十
五
年
六
月

＼
三
十
六
年
七
月
）
の
紙
面
に
は
大
い
に
活
気
が
生
じ
た
。

る
な
か
で
、
空
文
に
化
し
て
い
る
文
学
部
を
活
生
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
生

じ
、
そ
れ
は
月
報
の
「
我
が
友
の
声
」
欄
（
第
三
巻
第
一
号
よ
り
開
設
）
な
ど
を
通

じ
て
次
第
に
表
面
化
し
た
。
そ
こ
で
三
十
九
年
夏
ご
ろ
に
至
り
、
西
洋
画
科
一

年
生
の
中
溝
四
郎
が
中
心
と
な
っ
て
計
画
を
練
り
、

さ
れ
た
の
で
あ
る。

そ
の
結
果
文
学
部
が
再
興

文
学
部
の
メ
ン
バ

ー
に
つ
い
て
言
う
と
、
大
村
西
崖
が
部
長
に
就
任
し
た
の

は
確
か
だ
が
、
部
員
に
つ
い
て
は
正
確
な
記
録
が
無
く
、
は

っ
き
り
し
な
い
。

た
だ
し
、
前
出
の
中
溝
四
郎
は
当
然
加
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
後
述
の
月

報
文
芸
欄
や
雑
録
欄
へ
の
寄
稿
者
の
多
く
は
文
学
部
員
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
月
報
編
集
員
の
生
徒
た
ち
は
文
章
が
達
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
文
学

部
に
加
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
因
み
に
編
集
員
と
な
っ
た
生
徒

は
、
明
治
一
二
十
年
代
後
半
に
お
い
て
は
永
倉
茂
（
江
村
）
、
高
山
（
吉
田
）
六
郎
、

谷
錬
太
郎
、
石
島
古
城
、

西
村
喜
三
郎
（
青
帰
）
、
岡
本
尚
市
ら
で
あ
り
、
四
十

年
代
に
お
い
て
は
中
溝
四
郎
、
大
谷
浩
、
岡
本
一
平
、
大
野
隆
徳
、
川
路

誠

（
柳
虹
）
、
伊
藤
順
三
、
神
津
港
人
、
今
和
次
郎
、
大
久
保
作
次
郎
、
小
糸
（
絲
）

の
創
作
、
新
刊
文
学
雑
誌
の
購
読
（
部
室
に
備
え
付
け
る
こ
と
）
等
で
あ
っ
た
。
最

初
に
活
動
を
開
始
し
た
の
は
俳
句
愛
好
家
た
ち
で
、
彼
ら
は
文
学
部
再
興
と
同

時
に
俳
句
の
会
を
作
り
、
渡
辺
水
巴
（
花
烏
画
家
渡
辺
省
亭
の
息
子
で
『
ホ
ト
ト
ギ

ス
』
派
の
俳
人
）
を
師
匠
に
毎
月
運
座
を
開
い
て
そ
の
佳
作
を
月
報
文
芸
欄
に
載

せ
始
め
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
に
は
俳
号
が
用
い
ら
れ
て
い
て
実
名
が
は
っ
き
り

し
な
い
が
、
大
谷
浩
、
近
藤
浩
（
自
然
）
、
岡
本
一
平
、
山
内
金
三
郎
（
神
斧
）
、

町
田
英
（
蕗
雨
。
の
ち
の
嘉
章
、
佳
声
）
、
矢
沢
貞
則
（
弦
月
）
、
建
畠
弥
一
郎
（
大
夢
）

ら
の
名
が
確
認
で
き
る
。

短
歌
の
会
は
俳
句
の
会
よ
り
や
や
遅
れ
て
発
足
し
た
が
、
こ
こ
で
は
屋
代
塊

江
、
平
田
栄
二
（
松
堂
）
、
大
野
隆
徳
、
津
田
信
夫
、
今
戸
精
司
、
坪
田
虎
太

郎
、
山
本
豊
（
ゆ
た
か
）
、
広
川
松
五
郎
（
萩
泉
）
、
土
橋
一
一
一
郎
（
華
城
）
、
原
三
郎

（
す
き
ま
）
、
志
摩
鶴
二
、
高
村
豊
周
（
な
に
は
ば
ら
）
そ
の
他
多
数
が
活
躍
し、

俳

次
に
活
動
の
概
況
で
あ
る
が
、
そ
の
活
動
項
目
は
講
演
会
開
催
、
詩
歌
散
文

源
太
郎
、
田
辺
孝
次
等
々
の
面
々
で
あ
っ
た
。
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句
の
会
を
凌
ぐ
勢
い
を
み
せ
た
。
彼
ら
の
作
も
月
報
に
盛
ん
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
特
に
与
謝
野
鉄
幹
門
下
の
広
川
松
五
郎
、
高
村
豊
周
（
光
太
郎
の
弟
）
の

つ

き

く

さ

活
躍
が
顕
著
で
あ
る
。
明
治
四
十
五
年
に
は
彼
ら
を
中
心
と
す
る
鴨
妬
草
会
が

文
学
部
の
な
か
に
生
ま
れ
、
こ
れ
が
大
正
二
年
に
黒
耀
社
(
6
6
8
頁
参
照
）
へ
と
発

展
す
る
。

こ
の
よ
う
に
詩
歌
の
創
作
が
活
発
化
す
る
に
つ
れ
て
月
報
の
文
芸
欄
は
文
学

や
美
術
、
演
劇
の
評
論
や
紀
行
文
、
散
文
、
自
由
詩
な
ど
の
投
稿
で
賑
う
よ
う

校友会文学部俳句会回覧誌

る。

同
校
學
生
園
に
て
は
新
に
文
學
部
を
設
け
教
授
大

は
翌
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
、

に
な
り
、

．ま
た
、
恐
ら
く
文
学
部
員
に
よ
っ
て
、
文
学
界
や
美
術
界
の
新
思
潮

の
紹
介
も
「
論
談
紹
介
」
の
欄
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

文
学
部
主
催
の
講
演
会
に
は
文
学
者
そ
の
他
当
代
の
有
名
人
が
招
か
れ
て
文

芸
や
美
術
に
つ
い
て
論
じ
た
の
で
全
校
生
の
関
心
が
集
ま
っ
た
。
後
出
の
曽
宮

一
念
氏
の
回
想
記
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
印
象
深
い
催
し
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
生
徒
に
よ
っ
て
は
授
業
の
「
美
学
」
や
、
教
師
た
ち
が
折
に
ふ
れ
て
断
片

的
に
語
る
美
術
論
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
新
鮮
な
刺
激
を
受
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。

二
十
日
の
土
曜
日
に
、
夏
目
漱
石
と
上
田
敏
を
招
い
て
開
か
れ
た
。
こ
の
こ
と

0
美
術
學
校
の
文
學
部

村
西
崖
氏
を
郡
長
に
推
し
毎
月
一
回
文
學
上
の
研
究
を
為
す
事
と
し
昨
日
其

の
装
會
式
を
畢
げ
正
木
校
長
、
夏
目
漱
石
、

と
記
さ
れ
て
お
り
、

上
田
敏
諸
氏
の
講
演
あ
り
た
り

『
日
本
現
代
文
学
全
集
』

23
（講
談
社
）
所
収
夏
目
漱
石
年

譜
に
も
記
載
が
あ
る
。
講
演
会
で
は
ま
ず
校
友
会
長
正
木
直
彦
が
演
説
し
、
次

い
で
漱
石
が
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
と
題
す
る
講
演
を
行
い
、
そ
の
後
に
上

田
敏
の
講
演
が
あ
っ
た
。
上
田
敏
の
本
校
に
お
け
る
講
演
は
明
治
三
十
四
年
に

次
い
で
こ
れ
が
二
度
目
で
あ
っ
た
。
そ
の
演
題
、
内
容
に
つ
い
て
は
記
録
が
無

く
、
た
だ
、

「
御
得
意
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
ペ
ー
ク
ー
〔
w
a
lter 
P
a
t
e
r
〕
を
話

さ
れ
た
。」
と
い
う
記
事
が
月
報
第
五
巻
第
七
号
に
あ
る
の
を
知
る
の
み
で
あ

第
一
回
の
講
演
会
は
再
興
文
学
部
発
会
式
の
当
日
、
す
な
わ
ち
四
十
年
四
月
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創
作
と
取
り
組
も
う
と
し
た
と
き
、
そ
の
「
立
脚
地
と
抱
負
を
明
か
に
」

（「文

漱
石
の
講
演
に
つ
い
て
言
う
と
、
彼
は
正
木
を
通
じ
て
入
手
し
た
校
友
会
作

成
の
速
記
を
大
幅
に
布
術
す
る
な
ど
し
て
手
を
加
え
、
そ
れ
を
翌
月
か
ら
同
題

で
『
東
京
朝
日
新
聞
』
（
五
月
四
日
1
六
月
四
日
）
に
連
載
（
月
報
第
五
巻
第
十
号
に

転
載
）

し
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
凡
そ
の
講
演
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
序
の
部
分
で
漱
石
は
、
講
演
と
い
う
も
の
は
ほ
と
ん
ど
や
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
が
、
大
村
西
崖
が
た
だ
顔
を
見
せ
る
だ
け
で
も
い
い
か
ら
と
熱
心

に
頼
む
の
で
大
決
心
を
し
て
承
諾
し
た
と
言
っ

て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
西
崖

自
ら
が
交
渉
に
出
向
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
は
『
漱
石
全
集
』
第
九
巻
（
大
正
九
年
。
漱
石

全
集
刊
行
会
）
を
は
じ
め
、
漱
石
関
係
文
献
に
収
録
さ
れ
、
内
容
に
つ
い
て
も
種

々
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
云
々
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ

う
。
要
す
る
に
こ
の
論
説
は
「
人
間
の
理
想
を
大
別
す
れ
ば
、
員

・
善

・
美

・

牡
な
ど
と
な
る
が
、
員
を
標
榜
す
る
自
然
主
義
は
、
人
間
の
理
想
の
四
分
の
一

を
表
現
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
が
人

生
を
描
窟
し
た
も
の
で
あ
る
か
の
如
く
に
考
へ

、
員
を
標
榜
す
る
為
に
、
他
の

善

・
美
・
批
な
ど
と
い
ふ
理
想
を
冒
さ
う
と
す
る
に
至
っ
て
は
許
し
難
い
と
い

（
小
宮
盟
隆
著

ふ
や
う
な
、
裳
時
の
文
壇
の
自
然
主
義
批
判
を
主
意
と
す
る
」

『
夏
目
漱
石
』
二
。
昭
和
四
十
二
年
第
九
刷
。
岩
波
書
店
）
も
の
で
、
明
治
三
十
八
年

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
よ
っ
て
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
漱
石
が
、
同
四
十
年

四
月
、
官
立
学
校
教
師
の
職
を
捨
て
て
朝
日
新
聞
社
に
入
り
、
愈
々
本
格
的
に

芸
の
哲
学
的
基
礎
」
序
文
）
す
る
た
め
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
美

術
学
生
相
手
の
講
演
だ
っ
た
だ
け
に
美
術
の
問
題
を
顧
慮
し
て
論
じ
て
お
り
、

注
目
す
べ
き
発
言
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
っ
は
裸
体
画
の
問
題
で
あ
る
。
漱
石

は
文
芸
家
の
理
想
に
は
美
に
対
す
る
理
想
、
真
に
対
す
る
理
想
、
愛

や

道

義

（
善
）
に
対
す
る
理
想
、
荘
厳
に
対
す
る
理
想
と
、
こ
れ
ら
四
種
の
理
想
の
さ

ら
に
分
化
し
た
理
想
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
同
等
に
尊
重
さ
れ
る
べ
ぎ
権
利
を
有

す
る
と
し
た
上
で
、
裸
体
画
に
つ
い
て
、

〔な
ど
〕

現
今
西
洋
で
も
日
本
で
も
八
釜
し
く
駿
い
で
ゐ
る
裸
腔
聾
杯
と
云
も
の
は

全
く
此
の
局
部
の
理
想
〔
美
的
理
想
〕
を
生
涯
の
目
的
と
し
て
苦
心
し
て
ゐ

る
の
で
あ
り
ま
す
。
技
術
と
し
て
は
六
つ
か
し
い
か
も
知
れ
ぬ
が
文
藝
家
の

理
想
と
し
て
は
、
ほ
ん
の

一
部
分
に
過
ぎ
ん
の

で
あ
り
ま
す
。
人
に
よ
る
と

裸
騰
聾
さ
へ
か
け
ば
、
霊
の
能
事
は
盤
き
た
様
に
吹
聴
し
て
ゐ
る
。
私
は
聾

の
方
は
心
得
が
な
い
か
ら
、
何
と
も
申
し
か
ね
る
が
、
あ
れ
は
佛
図
の
現
人

の
風
潮
が
東
漸
し
た
結
果
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
と
に
か
く
、
聾
で
も
詩
で

も
文
で
も
描
は
な
い
。
感
覺
物
と
し
て
見
た
る
人
間
が
既
に
感
登
物
の
一
部

分
に
過
ぎ
ん
上
に
、
美
的
情
操
と
云
ふ
の
が
又
、
此
の
感
登
物
と
し
て
見
た

る
人
間
に
到
す
る
情
操
の
一
部
に
過
ぎ
ん
と
判
然
し
た
以
上
は
、
裸
憫
美
と

云
ふ
も
の
は
尊
い
も
の
か
は
知
れ
ぬ
が
、
狭
い
も
の
に
は
相
違
な
い
で
せ

う。」

と
言
い
、
ま
た
、

一
般
社
会
の
風
紀
か
ら
云
う
と
裸
体
は
見
苦
し
い
不
体
裁
な

も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
人
体
の
感
覚
美
を
あ
ら
わ
す
に
は
裸
体
を
描
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
裸
体
画
が
描
か
れ
感
賞
さ
れ
る
の
は
「
不
膿
裁
の
感
を

抽
出
し
て
、
裸
憫
聾
は
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
一
種
の
約
束
が
成
立

し
て
い
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

「
あ
ま
り
威
張
れ
ば
存
在
の
権
利

を
取
上
げ
て
よ
い
位
の
も
の
」
で
あ
る
と
言
っ

て
裸
体
画
礼
賛
を
批
判
し
て
い
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っ
た
も
の
を
、
精
細
に
窃
し
出
す
事
が
巧
者
に
且
つ
迅
速
に
出
来
る
事
だ
と

る
。
次
は
技
術
練
磨
の
問
題
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
技
巧
偏
重
の
弊
に

つ
い
て
注
意
を
喚
起
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

文
學
者
の
一
郡
分
で
、
し
き
り
に
〔
人
生
に
〕
燭
れ
ろ
／
＼
と
云
ひ
、
技

巧
は
無
用
た
／
＼
と
云
つ
て
居
る
に
反
し
て
、
盪

家

の

方

で

は

霊

家

は

我
々
の
様
に
騒
々
々
し
く
な
い
、
大
人
し
く
勉
強
し
て
居
ら
れ
る
か
ら
、
無

暗
に
三
つ
半
は
敲
か
れ
ぬ
様
で
あ
る
が
ー
—
ー
然
し
其
宜
行
し
て
居
ら
れ
る
所

を
拝
見
す
る
と
、
燭
れ
る
の
燭
れ
ぬ
の
と
云
ふ
事
を
頓
着
な
く
只
熱
心
に
技

術
を
研
い
て
居
ら
れ
る
様
に
見
受
け
ま
す
。
申
す
迄
も
な
く
私
は
極
め
て
盟

道
に
は
暗
い
人
間
で
あ
り
ま
す
。
だ
が
ら
盟
の
事
に
闊
し
て
嘴
を
容
れ
る
櫂

利
は
無
論
な
い
の
で
す
が
、
門
外
漢
の
云
ふ
事
も
時
に
は
御
参
考
に
な
る
だ

ら
う
し
、
か
う
し
て
諸
君
に
御
目
に
か
4

る
機
會
も
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ず
、

且

つ
文
藝
全
憫
に
通
し
て
の
議
論
で
す
か
ら
、
大
謄
な
所
を
述
べ
て
仕
舞
ひ
ま

す
。
ー
|
あ
な
た
方
の
方
で
は
人
間
を
御
か
き
に
な
る
と
き
は
モ
デ
ル
を
御

使
ひ
に
な
り
ま
す
、
草
や
木
を
御
か
き
に
な
る
と
き
は
野
外
も
し
く
は
室
内

で
為
生
を
な
さ
い
ま
す
。
是
は
ま
こ
と
に
結
構
な
事
で
、
我
々
文
學
者
が
四

牲
半
の
な
か
で
、
夢
の
様
な
不
都
合
な
人
物
、
景
色
、
事
件
を
想
像
し
て
好

加
減
な
事
を
並
べ
て
平
氣
で
居
る
是
よ
り
も
遥
に
熱
心
な
御
研
究
で
あ
り
ま

す
。
其
の
効
能
は
固
よ
り
御
承
知
の
事
で
、
私
杯
が
彼
是
れ
申
す
の
も
繹
迦

に
何
と
か
云
ふ
類
に
な
り
ま
す
が
、
先
講
話
の
順
序
と
し
て
分
ら
ぬ
乍
ら
、

分
っ
た
と
思
ふ
事
丈
を
述
べ
ま
す
。
か
う
云
ふ
修
業
で
得
る
貼
は
私
の
考
へ

で
は
先
づ
二
通
り
に
な
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
―
つ
は
物
の
大
小
形
状
及

び
其
の
色
合
杯
に
つ
い
て
知
登
が
明
瞭
に
な
り
ま
す
の
と
、
此
の
明
瞭
に
な

信
じ
ま
す
。
二
は
之
を
描
き
出
す
に
嘗
つ
て
使
用
す
る
線
及
び
黙
が
、
描
き

出
さ
れ
る
物
の
形
状
や
色
合
と
は
比
較
的
獨
立
し
て
、
そ
れ
自
身
に
於
て
、

一
種
の
手
際
を
帯
び
て
来
る
事
で
あ
り
ま
す
。
此
の
第
二
の
技
術
は
技
術
で

あ
り
且
つ
理
想
を
も
あ
ら
は
し
て
居
る
か
ら
し
て
純
然
た
る
技
巧
と
見
る
繹

に
は
参
り
ま
せ
ん
。
現
に
日
本
在
来
の
箱
聾
は
重
に
此
の
技
巧
丈
で
債
値
を

保
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
も
開
は
ら
ず
、
之
に
到
し
て
鑑
賞
の
眼

を
恣
に
す
る
と
、
そ
れ
人
＼
に

一
種
の
理
想
を
あ
ら
は
し
て
居
る
、
即
ち
蓋

家
の
人
格
を
示
し
て
居
る
、
為
め
に
大
な
る
感
興
を
引
く
事
が
多
い
の
で
あ

り
ま
す
。
た
と
へ
ば
一
線
の
引
き
方
で
も
、
（
其
の
一
線
丈
で
は
霊
は
成
立

せ
ぬ
に
も
開
は
ら
ず
）
勢
ひ
が
あ
っ
て
霊
家
の
意
志
に
到
す
る
理
想
を
示
す

事
も
出
来
ま
す
し
、
曲
り
具
合
が
美
に
到
す
る
理
想
を
あ
ら
わ
は
す
事
も
出

来
ま
す
し
、
又
は
明
瞭
で
太
い
細
い
の
闊
係
が
明
か
で
知
的
な
意
味
も
含
ん

で
居
り
ま
せ
う
し
、
或
は
婉
約
の
情
、
溢
厚
な
感
を
蓄
へ
る
事
も
あ
り
ま
せ

〔已〕

う
。
（
知
、
情
の
理
想
が
比
較
的
顕
著
で
な
い
の
は
性
質
上
巳
を
得
ま
せ

ん
）
か
う
な
る
と
線
と
黙
丈
が
理
想
を
含
む
様
に
な
り
ま
す
。
丁
度
金
石
文

字
や
法
帖
と
同
じ
事
で
、
書
を
見
る
と
人
格
が
わ
か
る
杯
と
云
ふ
議
論
は
全

＜
是
か
ら
出
る
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
技
巧
は
あ

る
程
度
の
修
養
に
つ
れ
て
、
理
想
を
含
蓄
し
て
参
り
ま
す
。
然
し
前
種
の
技

巧
、
即
ち
物
に
射
す
る
明
瞭
な
る
知
覺
を
其
の
儘
に
あ
ら
は
す
手
際
は
、
全

然
理
想
と
没
交
渉
と
云
ふ
諄
に
は
参
り
ま
せ
ん
が
、
比
較
的
に
之
と
は
獨
立

ん
の
が
あ
り
ま
す
。
何
だ
か
氣
乗
り
の
し
な
い
の
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
と
な

＜
器
械
的
な
の
が
あ
り
ま
す
。
私
の
技
巧
と
云
ふ
の
は
、
此
の
種
の
技
巧
を

現
物
の
様
に
出
来
上
つ
て
も
、
知

・
情

・
意
、
の
働
き
の
あ
ら
は
れ
て
居
ら

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
之
を
わ
か
り
易
く
申
し
ま
す
と
、
物
を
か
い
て
、
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云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
私
の
非
難
し
た
い
の
は
、
此
の
種
の
技
巧
丈
で
霊
工

に
な
ら
う
と
云
ふ
希
笙
を
抱
く
人
々
で
あ
り
ま
す
。
無
論
諸
君
は
、
聾
工
に

な
る
に
は
此
の
種
の
技
巧
丈
で
充
分
だ
と
御
考
へ
に
な
っ
て
は
居
ら
れ
ま
す

ま
い
。
然
し
技
巧
を
重
に
し
て
研
究
を
重
ね
て
行
か
れ
る
う
ち
に
は
、
時
に

よ
る
と
知
ら
ぬ
間
に
、
つ
い
此
の
弊
に
陥
る
事
が
な
い
と
は
限
ら
ん
と
思
ひ

ま
す
。
再
び
前
段
に
立
ち
蹄
つ
て
根
本
的
に
申
し
ま
す
と
、
前
に
述
べ
た
通

り
、
文
藝
は
感
覺
的
な
或
物
を
通
じ
て
、
あ
る
理
想
を
あ
ら
は
す
も
の
で
あ

り
す
。
だ
か
ら
し
て
其
の
第
一
義
を
云
へ
ば
あ
る
理
想
が
感
覺
的
に
あ
ら
は

れ
て
来
な
け
れ
ば
、
存
在
の
意
義
が
薄
く
な
る
繹
で
あ
り
ま
す
。
此
の
理
想

を
感
覺
的
に
す
る
方
便
と
し
て
始
め
て
技
巧
の
債
値
が
出
て
く
る
も
の
と
存

じ
ま
す
。
此
の
理
想
の
な
い
技
巧
家
を
稲
し
て
、
所
謂
市
氣
匠
氣
の
あ
る
藝

術
家
と
云
ふ
の
だ
ら
う
と
考
へ
ま
す
、
市
氣
匠
氣
の
あ
る
綸
聾
が
何
故
下
品

か
と
云
ふ
と
、
其
の
聾
面
に
何
等
の
理
想
が
あ
ら
は
れ
て
居
ら
ん
か
ら
で
あ

る
。
或
は
あ
ら
は
れ
て
居
て
も
浅
薄
で
、
狭
小
で
、
卑
俗
で
、
奄
も
人
生
に

燭
れ
て
居
ら
ん
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
漱
石
は
真
、
菩
、
美
、
壮
の
分
化
な
い
し
変
形
と
し
て
の
よ
り
新
し

い
（
ま
た
は
深
い
、
広
い
）
理
想
を
求
め
よ
と
説
い
て
お
り
、
そ
れ
は
特
に
個
性
を

保
持
し
創
造
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
生
徒
た
ち
へ
の
提
言
の
よ
う
に
も
聞
え
る
。

以
上
の
よ
う
な
漱
石
の
発
言
は
、
百
五
十
人
ば
か
り
集
ま
っ
た
と
い
う
聴
講
者

た
ち
の
胸
に
ど
の
よ
う
に
響
い
た
だ
ろ
う
か
。
因
み
に
当
時
の
生
徒
の
な
か
に

は
前
出
の
人
々
の
外
に
中
村
岳
陵
、
戸
部
隆
吉、

川
崎
小
虎
、
小
村
雪
岱
、
野

生
司
香
雪
、
萬
鉄
五
郎
、
斉
藤
素
巖
、
片
多
徳
郎
、
平
井
為
成
、
池
部
鉤
、
加

藤
静
児
、
田
中
良
、
九
里
四
郎
、
山
脇
信
徳
、
長
谷
川
昇
、
田
辺
至
、
藤
田
嗣

治
、
金
山
平
三
、
北
村
西
望
、
関
野
聖
雲
、
入
谷
昇
、
藤
川
勇
造
、
千
熊
宇

平
、
富
本
憲
吉
、
古
田
達
賛
、
北
原
千
禄
、
海
野
清
等
々
が
い
た
。

第
二
回
目
の
講
演
会
は
翌
四
十
一
年
六
月
六
日
に
開
か
れ
、
島

村

抱

月

さ
つ
さ

（
三
十
四
年
に
次
い
で

二
度
目
）
と
佐
々
醒
雪
の
講
演
が
あ
っ
た
。
そ
れ
以
後
は
戸

川
秋
骨
、
大
町
桂
月
（
同
年
十
月
）
、
前
田
慧
雲
、
鈴
木
鼓
村
（
同
年
十

一
月
）
、
前

田
黙
鳳
、
岩
野
泡
嗚
（
四
十
二
年
四
月
）
、
遠
藤
隆
吉
、
生
田
長
江
、
小
山
内
薫

（
四
十
三
年
五
月
）
、
寺
崎
広
業
（
同
年
九
月
）
、
後
藤
宙
外
、
馬
場
孤
蝶
、
松
居
松
葉

（
四
十
四
年
十
月
）
と
続
き
、

そ
の
後
暫
く
途
絶
え
て
大
正
三
年
二
月
に
復
活
し

た
。
こ
の
と
き
は
超
満
員
の
盛
況
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
講
演
者
に
つ
い
て
は

高
村
豊
周
は
、
梅
原
龍
三
郎
、
有
島
生
馬
、
与
謝
野
鉄
幹
、
松
岡
曙
村
ら
で
あ
り
、

梅
原
の
も
と
へ
は
豊
周
と
広
川
松
五
郎
が
頼
み
に
行
っ
て
了
解
を
得
た
に
も
拘

ら
ず
梅
原
は
風
邪
で
欠
席
し
て
し
ま
っ
た
と
言
っ
て
お
り
（
『
自
画
像
』
昭
和
四
十

三
年
。
中
央
公
論
美
術
出
版
）
、
一
方
、
広
川
松
五
郎
は
、
講
演
者
は
与
謝
野
、
有

島
、
梅
原
の
三
人
で
、
自
分
が
梅
原
の
も
と
へ
頼
み
に
行
き
、
大
講
堂
の
ス
テ

ー
ジ
に
引
張
っ
て
来
た
と
言
っ
て
い

る

(328
頁
「
追
憶
の
自
画
像
（
断
片
）
」
）
。
さ

ら
に
月
報
に
は
当
日
の
水
谷
鉄
也
の
講
演
録
が
載
っ
て
い
る
と
い
っ
た
具
合

で
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
講
演
を
し
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
翌
四
年
十
一

月
に
は
小
林
万
吾
、
坂
井
犀
水
、
中
川
忠
順
、
三
宅
雪
嶺
ら
の
、
ま
た
、
同
七

年
十
月
に
は
黒
木
欽
堂
、
滑
川
潅
如
ら
の
講
演
会
が
あ
っ
た
。

以
上
が
文
学
部
の
活
動
の
概
況
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
活
動
が
高
ま
っ
た
背

景
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
第
一
の
要
因
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
は
文
学
界
か

ら
の
影
響
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

が
活
発
化
し
、

日
露
戦
争
以
後
、
特
に
自
然
主
義
文
学
の
盛

況
と
そ
れ
に
対
す
る
種
々
の
反
発
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
創
作
、
評
論
活
動

や
が
て
近
代
文
学
確
立
の
時
期
が
到
来
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
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新
し
い
息
吹
は
同
じ
く
創
造
を
め
ざ
す
若
い
美
校
生
た
ち
の
関
心
を
引
い
た
に

違
い
な
い
。
ま
た
、

一
般
に
明
治
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
美
術
界

と
文
学
界
の
交
流
は
次
第
に
密
接
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
与
謝
野
鉄
幹
を
主
幹

と
す
る
浪
漫
派
詩
人
、
歌
人
の
集
団
で
あ
る
東
京
新
詩
社
の
機
関
誌
『
明
星
』

が
発
刊
さ
れ
た
の
は
明
治
三
十
三
年
四
月
で
あ
る
が
、

一
世
を
風
靡
し
た
こ
の

文
学
雑
誌
は
美
術
雑
誌
の
性
格
も
兼
ね
た
も
の
で
、
鉄
幹
と
上
田
敏
に
よ
る
白

馬
会
展
覧
会
評
を
は
じ
め
西
欧
絵
画
に
関
す
る
論
説
等
も
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
、

藤
島
武
二
、
長
原
孝
太
郎
、
石
井
柏
亭
、
黒
田
清
輝
、
岡
田
三
郎
助
、
青
木

繁
、
中
沢
弘
光
、
三
宅
克
己
、
結
城
素
明
ら
は
挿
絵
や
カ

ッ
ト
を
描
い
て
同
誌

に
精
彩
を
添
え
た
。
四
十
年
代
に
は
文
学
界
の
活
況
に
応
じ
て
画
家
た
ち
は
な

お
一
層
雑
誌
や
単
行
本
の
挿
絵
、
口
絵
等
に
腕
を
振
う
と
と
も
に
、

『
白
樺
』

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
文
学
と
美
術
の
交
流
の
密
度
は
さ
ら
に
増
し
た
。
こ
う
し

た
こ
と
が
文
学
部
盛
況
の
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
大
谷
浩
、
高
村
光
太
郎
、
川
路
柳
虹
な
ど
と
い
っ
た
文
オ
に
富
む

生
徒
や
卒
業
生
た
ち
の
よ
り
直
接
的
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
落
と
せ
な
い
だ

ろ
う
。

『
美
術
新
報
』
第
十
二
巻
第
八
号
。
大
正
二

大
谷
浩
は
津
山
中
学
校
在
学
中
か
ら
友
人
と
文
学
雑
誌
を
出
し
、

に
寄
稿
し
て
い
た
。
本
校
西
洋
画
科
入
学
後
も
文
筆
活
動
を
続
け
、
明
治
四
十

三
年
に
卒
業
し
た
後
は

『
中
外
商
業
新
報
』
の
記
者
と
な
っ
て
展
覧
会
批
評
と

芝
居
ス
ケ
ッ
チ
に
腕
を
振
る
い
、
名
を
知
ら
れ
た
。
田
辺
孝
次
は
校
友
会
文
学

部
の
特
に
講
演
部
、
俳
句
部
の
創
始
発
展
は
大
谷
の
力
に
依
る
所
が
多
い
と
言

っ
て
い
る
（
「
新
聞
と
美
術
記
者
」
十
七
゜

高
村
光
太
郎
が
本
校
に
在
学
し
た
の
は
文
学
部
再
興
前
で
、
明
治
三
十
年
に

年
六
月
）
。

『
文
庫
』

予
備
の
課
程
に
入
り
、
翌
―
―
-
+
―
年
に
彫
刻
科
の
木
彫
科
一
年
生
と
な
り
、
三

年
生
の
と
ぎ
に
前
述
の
よ
う
に
新
詩
社
に
入
っ
た
。
鵡
村
の
名
で
俳
句
も
作
っ

た
と
い
う
。
三
十
五
年
に
卒
業
し
て
研
究
科
に
残
り
、
三
十
八
年
に
西
洋
画
科

に
移
っ
た
。
翌
三
十
九
年
三
月
、
教
授
岩
村
透
の
す
す
め
で
渡
米
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
ロ
ソ
ド
ン
、
パ
リ
で
勉
強
し
、
イ
タ
リ
ア
旅
行
も
し
て
四
十
二
年
六
月

に
帰
国
。
若
い
文
学
者
や
美
術
家
の
集
ま
り
で
あ
る
「
バ
ン
の
会
」
に
加
わ
る

と
と
も
に
、
『
ス
バ
ル
』
（
同
年
一
月
創
刊
）
に
マ
チ
ス
の
画
論
を
紹
介
し
、
そ
の

後
短
歌
、
評
論
、
翻
訳
、
詩
な
ど
を
次
々
と
発
表
し
た
が
、
そ
の
め
ざ
ま
し
い

文
筆
活
動
と
デ
カ
ダ
ン
的
生
活
ぶ
り
と
は
若
い
層
に
強
い
刺
激
を
与
え
た
。
特

に
彼
が
四
十
三
年
四
月
の
『
ス
バ
ル
』
に
寄
せ
た
「
緑
色
の
太
陽
」
は
芸
術
の

表
現
の
自
由
を
求
め
る
青
年
画
家
た
ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
印
象
派
、
後
期
印

象
派
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム
、
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
等
々
の
西
洋
に
お
け
る
新
領
向
絵

画
に
倣
っ
て
個
性
、
自
我
を
中
心
に
据
え
た
表
現
を
試
み
よ
う
と
す
る
動
き
に

拍
車
を
か
け
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
校
友
会
月
報
の
同
年
六
月
号

に
は
そ
の
全
文
が
転
載
さ
れ
て
お
り
、
次
の
七
月
号
に
は
月
報
編
集
員
の
川
路

柳
虹
が
「
P
R
K
」
（
後
述
）
の
署
名
で
そ
れ
に
対
す
る
絶
賛
に
近
い
感
想
文
を

寄
せ
、
さ
ら
に
十

一
月
号
に
は
広
島
晃
甫
が
「
尺
限
（
伊
藤
順
三
君
へ
）
」
と
題

し
て
「
緑
色
の
太
陽
」
の
影
響
露
わ
な
一
文
を
投
稿
し
て
い
る
。
柳
虹
、
晃

甫
、
順
一
二
ら
は
日
本
画
科
に
在
籍
し
て
い
た
が
、
彼
ら
が
い
ち
早
く
後
期
印
象

き
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。
な
お
、
四
十
二
年
に
は
光
太
郎
の
弟
で
や
は
り
文
オ

に
富
む
高
村
豊
周
が
本
校
の
鋳
造
科
に
入
学
し
て
い
る
。
そ
の
著
『
自
画
像
』

（
前
出
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
光
太
郎
と
同
期
生
で
父
光
雲
の
通
い
弟
子
と
な
っ
て

業
制
作
を
描
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

「
緑
色
の
太
陽
」
の
影
響
が
い
か
に
大

派
の
研
究
に
着
手
し
、

ア
ブ
サ
ン
ト
同
人
展
覧
会
を
開
き
、
見
事
に
新
し
い
卒
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ロ
語
詩
の
エ
ポ
ッ
ク
を
つ
く
っ
た
も
の
と
し
て
、
詩
史
的
に
極
め
て
重
要
」

し
て
本
校
西
洋
画
科
を
受
験
し
、
日
本
画
科
に
編
入
さ
れ
た
。
彼
が
「
所
謂

「
P
o
e
t
R
y
u
k
0
1
K
a
w
a
j
i
」
の
略
号
と

い
た
今
戸
精
司
（
号
蝸
牛
。
学
生
時
代
か
ら
短
歌
を
詠
み
、
武
者
小
路
実
篤
、
与
謝
野

鉄
幹
ら
と
交
流
が
あ
っ
た
。
光
太
郎
と
『
白
樺
』
を
結
び
つ
け
る
仲
介
の
役
目
も
果
た
し

た
。
の
ち
に
大
阪
で
彫
刻
家
と
し
て
活
躍
。）

の
影
響
で
歌
を
詠
み
出
し
、

光
雲
が
持
ち
帰
る
校
友
会
月
報
の
な
か
の
歌
な
ど
に
も
剌
激
さ
れ
、
兄
の
光
太

郎
に
内
緒
で
明
治
四
十
一
年
に
新
詩
社
に
入
っ
た
と
い
う
。
本
校
に
入
学
す
る

や
、
彼
は
う
た
が
ひ
び
と
、

X
X
X、
B
O
H
E
M
I
A
N、
三
郎
、
じ
ご
ま
な
ど

の
筆
名
で
短
歌
、
演
劇
評
、
美
術
評
論
な
ど
を
盛
ん
に
校
友
会
月
報
に
寄
せ

た
。
彼
と
広
川
松
五
郎
は
柳
虹
ら
の
次
の
時
代
の
文
学
部
を
リ
ー
ド
し
た
が
、

特
に
豊
周
の
存
在
は
光
太
郎
を
は
じ
め
と
す
る
若
い
文
筆
家
た
ち
と
本
校
生
を

結
ぶ
強
力
な
媒
介
を
な
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
文
庫
』
や

川
路
柳
虹
は
光
太
郎
よ
り
七
歳
も
年
下
で
、
本
校
に
入
学
し
た
の
も
光
太
郎

よ
り
十
一
年
あ
と
で
あ
っ
た
が
、
文
壇
に
名
が
出
た
の
は
彼
の
方
が
早
か
っ
た
。

彼
は
警
視
総
監
川
路
聖
膜
の
孫
に
あ
た
る
。
自
著
『
画
壇
今
昔
記
』
（
『現
代
美

術
』
第
一
巻
第
一
号
＼
第
五
号
。
昭
和
九
年
四
月
＼
八
月
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
エ
部
美

術
学
校
出
身
の
母
川
路
花
子
、
叔
父
川
路
新
吉
郎
の
影
響
で
明
治
三
十
七
年
に

京
都
市
美
術
工
芸
学
校
に
入
り
、
日
本
画
を
学
ん
だ
。
同
級
生
に
田
中
喜
作

（
豊
蔵
の
弟
）
が
居
り
、
田
中
は
『
明
星
』
に
夢
虹
と
い
う
筆
名
で
歌
を
寄
稿
し

て
い
て
、
そ
の
家
に
は
ロ
セ
ッ
テ
ィ
や
テ
ニ
ス
ン
の
詩
集
、
ラ
ス
キ
ン
や
ペ
ー

タ
ー
の
美
術
書
な
ど
も
あ
っ
た
。
柳
虹
は
そ
こ
を
訪
れ
て
プ
レ
ラ
フ
ァ
エ
ラ
イ

ト
の
こ
と
や
文
学
の
こ
と
を
話
し
合
っ
た
り
『
新
声
』
を
一
緒
に
読
ん
だ
り
し

て
い
る
う
ち
に
短
歌
や
新
体
詩
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

『
新
声
』
に
投
書
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
明
治
四
十
一
年
三
月
、
上
京

（
本
間
久
雄
『
続
明
治
文
学
史
』
下
巻
。
昭
和
三
十
九
年
。
東
京
堂
）
と
さ
れ
る
「
塵

溜
」
を
『
詩
人
』
に
発
表
し
た
の
は
本
校
入
学
の
前
の
年
で
あ
る
。
『
詩
人
』

は
坪
内
逍
遥
、
森
鴎
外
、
島
村
抱
月
ら
が
蒲
原
有
明
、
岩
野
泡
鳴
、
馬
場
孤
蝶

ら
の
賛
助
を
得
て
明
治
四
十
年
五
月
か
ら
約
一
年
間
発
行
し
た
雑
誌
で
、
同
誌

に
載
っ
た
柳
虹
の
上
記
の
詩
や
「
『
主
観
の
リ
ズ
ム
』
が
そ
の
ま
ま
流
露
し
て
ゐ

る
黙
で
柳
虹
口
語
詩
の
白
眉
」
（
前
掲
書
）
と
さ
れ
る
「
楚
音
」
（
四
十

一
年
五
月
）

は
詩
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

口
語
詩
流
行
の
端
緒
と
な
っ
た
。
四
十
三
年

に
は
柳
虹
は
処
女
詩
集
『
路
傍
の
花
』
を
、
本
校
卒
業
の
翌
年
（
大
正
――一
年
）
に

は
『
か
な
た
の
空
』
を
と
次
々
に
詩
集
を
出
し
、
ま
た
、
評
論
や
フ
ラ
ン
ス
詩

壇
の
紹
介
な
ど
に
も
筆
を
ふ
る
い
、
遂
に
文
壇
の
人
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
が
、
本
校
在
学
中
の
頃
は
周
辺
の
生
徒
の
文
学
趣
味
を
大
い
に
煽
り
た
て
た

よ
う
だ
。
校
友
会
月
報
第
九
巻
第
二
号
に
『
路
傍
の
花
』
に
寄
せ
て
作
っ
た
広

川
松
五
郎
の
短
歌
や
広
島
晃
甫
の
文
が
載
っ
て
い
る
の
は
そ
の
証
し
の
一
つ
で

あ
る
。
柳
虹
は
明
治
四
十
三
年
三
月
か
ら
大
野
隆
徳
と
と
も
に
月
報
編
集
員
と

な
っ
た
。
当
時
の
月
報
を
見
る
と
、
大
野
が
実
名
で
よ
く
執
筆
し
て
い
る
の
に

対
し
て
柳
虹
の
執
筆
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
の
は
第
九
巻
第
六
号
一（
四
十
四
年
四

月
）
の
「
日
記
か
ら
」
の
み
だ
が
、
筆
名
な
い
し
無
記
名
で
大
い
に
執
筆
し
た

と
思
わ
れ
る
。
「
P

R

K
」
と
い
う
筆
名
は
第
八
巻
第
八
号
（
四
十
三
年
六
月
）

「
談
論
紹
介
」
欄
の
岩
村
透
の
論
説
抜
粋
、
次
号
の
詩

「
サ
ロ
メ
」
お
よ
び
「
漫

語
」
と
題
す
る
「
緑
色
の
太
陽
」
へ
の
感
想
、
第
九
巻
第
三
号
（
同
年
十
二
月）

の
ア
ブ
サ
ソ
ト
同
人
の
会
に
関
す
る
記
事
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
な

ど
は
柳
虹
の
筆
名
で
あ
ろ
う
。

「
P

R

K
」
は
「
P

.

R

.

B
」
(P
r
e
-R
a
p
h
a
e
l
i
t
e

B
r
o
t
h
e
r
h
o
o
d
)
を
も
じ

っ
た
も
の
で
、

考
え
ら
れ
る
。
四
十
三
年
に
は
文
学
部
の
な
か
に
ア
プ
サ
ン
ト
小
集
(
5
0
6
頁
参

ま
た
、
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⑨
 

そ
の
牛
耳
を
と
っ
た
。

文
学
部
は
高
村
豊
周
が
卒
業
し
た
頃
か
ら
さ
び
れ
、

一
時
期
詩
文
会

六
年
大
村
西
崖
の
慾
通
に
よ
り
日
本
画
科
生
徒
が
中
心
に
な
っ
て
創
設
し
た
漢
詩
・
漢

文
の
研
究
会
）
の
活
動
が
あ
っ
た
も
の
の
、
昔
日
の
悌
は
失
わ
れ
た
。
大
正
九
年

に
至
っ
て
文
芸
部
と
改
称
さ
れ
、
再
度
復
活
が
図
ら
れ
る
。

東
京
勧
業
博
覧
会

明
治
四
十
年
三
月
二
十
日
か
ら
同
年
七
月
三
十
一
日
に
か
け
て
上
野
公
園
内

に
設
け
ら
れ
た
三
つ
の
会
場
で
東
京
府
主
催
の
勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。

出
品
部
門
は
十
九
部
に
分
か
れ
、
第
一
部
が
教
育

・
学
芸
、
第
二
部
が
美
術

（
絵
画
、
彫
刻
、
美
術
工
芸
）
、
第
三
部
が
図
案
画
で
あ
っ
た
。
本
校
で
は
正
木
直

彦
校
長
が
美
術
お
よ
び
美
術
工
芸
部
の
審
査
部
長
に
任
命
さ
れ
た
の
を
は
じ
め

と
し
て
多
く
の
教
官
が
審
査
員
と
な
り
、
学
校
と
し
て
は
第
一
部
へ
成
績
品
を

出
品
し
、
教
官
、

卒
業
生
、
生
徒
ら
は
個
々
に
第
二
部
へ
出
品
し
た
。
ま
た
、

学
校
の
依
嘱
製
作
事
業
の
一
環
と
し
て
会
場
装
飾
用
彫
刻
の
製
作
に
あ
た
り
、

積
極
的
に
協
力
し
た
（
組
、

369
頁
記
事
参
照
）
。

美
術
の
部
門
は
、
東
京
府
主
催
の
博
覧
会
で
あ
っ
た
た
め
に
東
京
在
住
者
の

（
大
正

照
）
と
い
う
出
入
り
自
由
な
座
談
会
が
で
き
、
柳
虹
は
広
島
晃
甫
ら
と
と
も
に

以
上
の
外
に
文
筆
に
秀
で
た
生
徒
は
多
々
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
の
一
人
を

あ
げ
る
と
す
れ
ば
田
辺
孝
次
で
あ
る
。
彼
は
柳
虹
と
同
期
の
彫
刻
科
生
徒
で
、

岩
村
透
に
文
オ
を
買
わ
れ
て
『
美
術
新
報
』
記
者
、

『
美
術
週
報
』
編
集
主
任

と
な
っ
た
。
校
友
会
月
報
に
も
実
名
な
い
し
「
た

・
か
生
」
の
筆
名
で
散
文
、

詩
、
戯
曲
、
展
覧
会
評
な
ど
を
頻
り
に
寄
稿
し
て
い
る
。
彼
も
ま
た
文
学
部
の

立
役
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

出
品
が
大
半
を
占
め
、
ま
た
、
五
浦
移
転
後
日
の
浅
い
日
本
美
術
院
の
面
々
は

出
品
せ
ず
、
彫
刻
の
部
門
で
北
村
四
海
が
擬
賞
に
対
す
る
不
満
か
ら
自
作
の
大

理
石
像
「
霞
」
を
破
壊
す
る
と
い
う
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
事
件
が
起
こ
っ
た

り
し
た
が
、
出
品
は
盛
況
で
、
川
合
玉
堂
の
「
二
日
月
」
（
一
等
買
一
席
）
を
は

じ
め
、
岡
田
三
郎
助
の

「某
婦
人
の
肖
像
」
、
和
田
英
作
の
「
斜
陽
」
、
中
村
不

折
の
「
建
国
荊
業
」
等
々
の
話
題
作
が
注
目
を
集
め
た
。
青
木
繁
の
「
わ
だ
っ

み
の
い
ろ
こ
の
宮
」
が
出
品
さ
れ
た
の
も
こ
の
と
き
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
三

等
賞
末
席
に
終
っ
た
。

本
校
関
係
者
の
出
品
を
見
る
と
、
日
本
画
で
は
教
授
荒
木
寛
畝
が
得
意
の
花

鳥
画
「
孔
雀
」
を
出
品
し
、
同
寺
崎
広
業
は
「
王
摩
詰
」
、
同
川
端
玉
章
は
「
富

士」
、
助
教
授
結
城
素
明
は
「
蝦
墓
仙
人
」
を
出
品
。
卒
業
生
で
は
本
多
天
城

（
佑
輔
。
二
十
六
年
卒
）
、
渡
辺
香
涯
（
啓
三
。
三
十
年
卒
）
、
渡
辺
莱
渚
（
吉
太
郎
。
三

十
四
年
卒
）
、
前
波
鶴
年
（
覚
次
郎
。
同
）
、
平
田
松
堂
（
栄
二
。
三
十
九
年
卒
）
、
乎

木
清
光
（
弥
一
郎
。
同
）
、
水
上
泰
生
（
同
。
研
究
科
）
等
が
、
ま
た
、
在
校
生
で
は

桐
谷
洗
鱗
（
長
之
助
。
卒
業
期
生
）
、
武
藤
直
信
（
四
年
生
）
等
が
出
品
し
て
い
る
。

西
洋
画
で
は
教
授
岡
田
三
郎
助
、
同
和
田
英
作
が
前
記
の
作
を
、
助
教
授
小
林

万
吾
は
「
静
」、
同
長
原
孝
太
郎
は
「
停
車
場
の
夜
」
を
出
品
。
卒
業
生
で
は

山
本
森
之
助
（
三
十
二
年
卒
）
、
中
沢
弘
光
（
三
十
三
年
卒
）
、
椎
塚
修
房
（
同
）
、
萩

生
田
文
太
郎
（
同
）
、
青
木
繁
（
三
十
七
年
卒
）
、
橋
本
邦
助
（
三
十
六
年
卒
。
研
究

科）
、
児
島
虎
次
郎
（
三
十
七
年
卒
。
研
究
科
）
等
が
、
在
校
生
で
は
渡
辺
省
三
（
卒

業
期
生
）
、
青
山
熊
次
（
四
年
生
）
、
紺
野
三
郎
（
三
年
生
）
、
九
里
四
郎
（
同
）
ら
の
出

品
が
あ
っ
た
。
彫
刻
で
は
教
授
高
村
光
雲
の
「
木
彫
像
郭
子
儀
」
、
同
石
川
光

明
の
「
木
彫
群
羊
扁
額
」
、
同
白
井
雨
山
の
「
乾
漆
像
力
士
狂
鼎
」
、
同
竹
内
久

「
木
彫
観
世
音
立
像
」
、
助
教
授
黒
岩
淡
哉
「
石
背
像
婦
蛾
」
、
同
水
谷
佳
園
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